
共通研修及び必修研修の内容
○共通研修

日時 （月） 13:00～16:00

場所

内容 　
1

日時 (金) 13:00～16:00

場所

内容 　
1

日時 （月） 9:00～12:00

場所

内容 　
1

2

    講師:  県警察本部生活安全部少年課    職員

講義

「社会的養護について」

    講師:  大和育成園    園長　岡田　悟

Ｐ Ｒ
ポイント

児童虐待についての理解を深め、児童虐待防止に関する教職員の役割や関係機関との連携の在り方
について学びましょう。また、子どもが適切な養育を受け、健やかな成長・発達や自立が図られる社会に
ついて考えましょう。

講義

「学校と関係機関との連携」

項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 実態把握 生徒指導力 関係機関等との連携
指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

7月31日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

    講師:  畿央大学    教授　島　恒生

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（児童虐待防止）

講座番号 対象校種

●共通
3203 幼・小・中・高・特

●生徒指導

Ｐ Ｒ
ポイント

道徳教育の在り方や、児童生徒が「考え、議論する道徳」の授業づくりについて学び、実践に生かしま
しょう。

講義・演習

「考え、議論する道徳」

分野 項目

基礎形成期
基礎定着期

授業力 実践 授業力 構想
評価・改善

【遠隔研修】

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

小・中・高・特
●道徳

7月28日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者

    講師:  関西大学    教授　小柳　和喜雄

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（道徳教育）

講座番号 対象校種

●共通
3202

Ｐ Ｒ
ポイント

指導と評価の一体化の実現に向けて、よりよい授業実践への改善と子どもの学びを捉える評価等につ
いて学びましょう。

講義・演習

「授業力改善のための学習評価・学校評価」

項目

基礎形成期
基礎定着期

授業力 評価・改善 授業力 構想
実践

中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

3201 小・中・高・特
●評価

8月21日 対

象

指定 受講
定員

300

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（学習評価）

講座番号 対象校種

●共通

33



日時 （月） 13:00～16:00

場所

内容 　
1

日時 （月） 9:00～12:00

場所

内容 　
1

日時 （金） 13:00～16:00

場所

内容 　
1

2

    講師:  教育研究所    指導主事

講義・演習

「児童生徒理解に基づく支援」

    講師:  早稲田大学    非常勤講師　小西　好彦

Ｐ Ｒ
ポイント

奈良県における生徒指導の課題とその解決について考えるとともに、児童生徒との信頼関係の構築や
児童生徒理解に関する理解を深めましょう。

講義・演習

「生徒指導の課題と解決に向けて」

項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 実態把握 生徒指導力 指導

中堅教諭等資質向上研修対象者教育研究所

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

3206 小・中・高・特
●生徒指導

8月18日 対

象

指定 受講
定員

140

  ｰ子どもにも教職員にも笑顔が広がる学校づくりｰ」

    講師:  畿央大学    教授　大久保　賢一

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（生徒指導・児童生徒理解）

講座番号 対象校種

●共通

Ｐ Ｒ
ポイント

「スクールワイドＰＢＳ(積極的行動支援)」の考えを学び、障害のある児童生徒だけでなく、全ての児童
生徒を対象とした階層的支援体制を構築し、学校全体で切れ目のない支援を目指しましょう。

講義

「障害のある児童生徒へのポジティブ行動支援を学校全体に生かす

分野 項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 特別な支援を必要と
する児童生徒への指
導・支援

【遠隔研修】

指

標

ステージ 分野 項目

関
連

小・中・高・特
●特別支援教育

8月21日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者

    講師:  奈良女子大学    准教授　狗巻　修司

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（特別支援教育Ⅱ）

講座番号 対象校種

●共通
3205

Ｐ Ｒ
ポイント

発達障害のある子どもたちの内面の成長を学び、今の指導・支援を充実させていくことを目指しましょ
う。

講義

「発達障害のある子どもの内面の理解　ｰ幼児児童の心の発達ｰ」

項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 特別な支援を必要と
する児童生徒への指
導・支援

指

標

ステージ 分野 項目

関
連

分野

7月31日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（特別支援教育Ⅰ）

講座番号 対象校種

●共通
3204 幼・小・中・高・特

●特別支援教育
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日時 （火） 9:00～12:00

場所

内容
1

2

日時 （水） 9:00～12:00

場所

内容
1

2

日時 （火）

場所

内容
1

2

    講師:  県女性センター男女共同参画いきいきサポーターチーム    いきサポ座

講義

「子どもの人権侵害の防止と人権教育の在り方」

 講師:  人権・地域教育課    指導主事

Ｐ Ｒ
ポイント

奈良県における男女共同参画の活動から、学校における男女共同参画に関する取組を考えましょう。
また、子どもの人権を守る人権教育について考えましょう。

講義

「男女共同参画社会の実現に向けて」

項目

基礎形成期
基礎定着期

マネジメント力 家庭・地域等との連
携・協働

マネジメント力 人材育成/職能成長
指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

8月8日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（男女共同参画・人権教育）

講座番号 対象校種

●共通
3209 幼・小・中・高・特

●人権教育

    講師:  健康・安全教育課    指導主事

講義・演習

「子どもが健やかに成長するための健康教育」

 講師:  健康・安全教育課    指導主事

Ｐ Ｒ
ポイント

学校に潜む危機について理解し、子どもが健やかに安心して過ごせるための環境づくりについて考えま
しょう。

講義・演習

「安全教育と危機管理」

項目

基礎形成期
基礎定着期

マネジメント力 危機管理 授業力 構想
研究

マネジメント力 家庭・地域等との連
携・協働

指

標

ステージ 分野 項目

関
連

分野

8月23日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（安全教育・健康教育）

講座番号 対象校種

●共通
3208 小・中・高・特

●健康・安全

    講師:  高校の特色づくり推進課    指導主事

講義・演習

「キャリア・パスポートの作成と活用について」

 講師:  教育研究所    指導主事

Ｐ Ｒ
ポイント

子どもの社会的・職業的自立に向けたキャリア教育について学ぶとともに、キャリア・パスポートの活用
等について学びましょう。

講義・演習

「キャリア教育の進め方」

項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 実態把握 マネジメント力 組織マネジメント
家庭・地域等との連
携・協働

指

標

ステージ 分野 項目

関
連

分野

7月25日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（キャリア教育）

講座番号 対象校種

●共通
3207 小・中・高・特

●キャリア教育
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日時 （水） 13:00～16:00

場所

内容
1

日時 （月） 13:00～16:00

場所

内容
1

日時 （木） 13:00～16:00

場所

内容
1

 講師:  奈良教育大学    教授　赤沢　早人

Ｐ Ｒ
ポイント

児童生徒や学校、地域の実態を踏まえて編成した教育課程に基づき、組織的かつ計画的な教育活動
（授業）の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントについて学びましょう。

講義・演習

「自校で取り組むカリキュラム・マネジメント」

分野 項目

基礎形成期
基礎定着期

マネジメント力 カリキュラム・マネジメ
ント

マネジメント力 組織マネジメント

【遠隔研修】

指
標

ステージ 分野 項目
関
連

小・中・高・特
●マネジメント

8月17日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者

 講師:  奈良教育大学    教授　粕谷　貴志

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（カリキュラム・マネジメント）【奈教大連携講座】

講座番号 対象校種

●共通
3212

Ｐ Ｒ
ポイント

いろいろな価値観や背景をもつ子どもや保護者と、相互理解を深め、共感しながら、人間関係を形成
し、対話をして、合意形成・課題解決する能力等について学ぶとともに、同僚性の構築力の向上を目指
しましょう。

講義・演習

「児童生徒、保護者との人間関係づくり」

項目

基礎形成期
基礎定着期

マネジメント力 人材育成/職能成長 マネジメント力 組織マネジメント

中堅教諭等資質向上研修対象者教育研究所

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

3211 幼・小・中・高・特
●職能

8月7日 対

象

指定 受講
定員

140

　ｰ学校現場に生かすカウンセリングマインドｰ」

 講師:  天理大学    教授　千原　雅代

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（コミュニケーション能力）【奈教大連携講座】

講座番号 対象校種

●共通

Ｐ Ｒ
ポイント

教育相談は、学校における基盤的な機能であることから、様々な悩みを抱える子ども一人一人に対する
適切な対応や支援の在り方等について学びましょう。

講義・演習

「激増する不登校（発達障害を含む）の子ども及びその保護者への支援

項目

基礎形成期
基礎定着期

生徒指導力 指導 生徒指導力 関係機関等との連携

中堅教諭等資質向上研修対象者【遠隔研修】

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

分野

3210 幼・小・中・高・特
●教育相談

8月2日 対

象

指定 受講
定員

300

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（教育相談）

講座番号 対象校種

●共通
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日時

場所

内容
1

○必修研修

日時 （水） 13:00～16:00

場所

内容
1

2

3

4

    講師:  学ぶ力はぐくみ課    課長補佐

講義・演習

「メンタルヘルスとワークライフバランス」

 講師:  教職員課    職員

備考 この講座は必修講座です。勤務実績９年または10年の対象者が受講してください。

    講師:  教育研究所    所長

講義・演習

「教育法規とコンプライアンス」

    講師:  教職員課    課長補佐

講義・演習

「現在の教育事情と施策について」

Ｐ Ｒ
ポイント

学校において中核的な役割を担う中堅教諭等として求められるものや教育法規について学びましょう。
また、教職員のメンタルヘルスについて考えましょう。

講義・演習

「奈良県の教職員として　ｰ中堅教諭等に求められるもの-」

項目

基礎定着期 マネジメント力 人材育成/職能成長 マネジメント力 組織マネジメント
危機管理
家庭・地域等との連
携・協働

指

標

ステージ 分野 項目

関
連

分野

小・中・高・特
●職能

8月16日 対

象

指定
勤務実績９年または10年の
中堅教諭等資質向上研修対象者

受講
定員

300
【遠隔研修】

 講師:  国際大学 GLOCOM  准教授　豊福　晋平

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座
（中堅教諭等の自覚と役割）

講座番号 対象校種

●必修
3214

Ｐ Ｒ
ポイント

児童生徒が、デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、参加する能力を身に付け、善きデ
ジタル市民になることを目的としたデジタル・シティズンシップ教育について考えましょう。

講義・演習

「デジタル・シティズンシップ教育で拓く、デジタル社会を生きる子どもたち（仮題）」

分野 項目

基礎形成期
基礎定着期

授業力 情報活用 マネジメント力 家庭・地域等との連
携・協働

（金） 9:00～12:00 

【遠隔研修】

指

標

ステージ 分野 項目
関
連

小・中・高・特
●ICT活用

8月4日 対

象

指定 受講
定員

300
中堅教諭等資質向上研修対象者

●中堅研修
中堅教諭等資質向上研修講座

（デジタル・シティズンシップ教育）

講座番号 対象校種

●共通
3213

※ この講座は、勤務実績９年または10年の対象者全員

が必須の研修講座です。

ただし、令和３年度までに共通研修を５講座修了して

いる場合は受講しなくても構いません。

必修
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※教育研究所のＷebサイトからダウンロードできます。

書　式　名 種類 備考

① 「中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書

②
「中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書
（移行措置対応14年目以上）

幼 「幼稚園等中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書

養 「養護教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書

栄 「栄養教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書

事 「学校事務職員中堅教諭等資質向上研修」　研修実施計画書

① 「中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書

②
「中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書
（移行措置対応14年目以上）

幼 「幼稚園等中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書

養 「養護教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書

栄 「栄養教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書

事 「学校事務職員中堅教諭等資質向上研修」　研修報告書

① 「中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書

②
「中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書
（移行措置対応14年目以上）

幼 「幼稚園等中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書

養 「養護教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書

栄 「栄養教諭中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書

事 「学校事務職員中堅教諭等資質向上研修」　研修実施報告書

様式12 Ｂ 「中堅教諭等資質向上研修」自己啓発研修Ｂコース申請書 申請書 自己啓発研修申込時に提出

Ａ
「中堅教諭等資質向上研修」自己啓発研修Ａコース修了確認
書

自己啓発研修修了時に提出

Ｂ
「中堅教諭等資質向上研修」自己啓発研修Ｂコース修了確認
書

修了確認後、実施年度内に
提出

様式14 Ａ 「中堅教諭等資質向上研修」自己啓発研修Ａコース論文様式 論文等様式 様式13Aに添付して提出

様式15 「中堅教諭等資質向上研修」　オンライン研修報告書 報告書
当該教諭が作成し、

校長に提出
各校で保管

様式13 修了確認書

様式10 報告書

様式11 実施報告書

中堅教諭等資質向上研修に関わる様式一覧

全ての課程が修了した当該
教職員について作成し、年
度の提出期限までに提出

勤務実績３年及び勤務実績
７年の当該教諭、奈良市か
ら異動した当該教諭及び今
年度新たに中堅教諭等資質
向上研修を始める当該教諭
のみを期日までに提出

全ての対象者分を
期日までに提出

様式名
(ファイル名）

様式９ 実施計画書

当該教諭が毎年度作成し、
校長に提出
各校で保管

当該教職員が作成し、
校園長に提出
各校園で保管
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中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
【
様
式
９
①
、
10
①
、
11
①
】
 
小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学
校

 

【
様
式
９
①
】
 
 
 
研
修
実
施
計
画
書

 
【
様
式
10
①
】
 

研
修
報
告
書

 
【
様
式
11
①
】
 
 
 
研
修
実
施
報
告
書

 

●
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
①
）
は
、
勤
務
実
績
３
年
以
上
10
年
以
下
の
教
員
及
び
休

業
等
に
よ
っ
て
平
成

29
年
度
に
受
講
歴
の
な
い
採
用
14
年
目
以
上
の
教
員
の
た
め
の

様
式
で
す
。
 

●
令
和
４
年
度
ま
で
に
受
講
し
た
講
座
に
は
「
済
」
を
記
入
し
、
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ

い
。
 

●
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
受
講
講
座
決
定
後
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
休
暇
・
休
業
・
休
職
（
育
休
等
）
に
よ
り
延
期
す
る

当
該
教
諭
に
つ
い
て
は
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）
の
備
考
欄
に
延
期
の
期
間
（
分

か
り
得
る
期
間
）
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
勤
務
実
績
３
年
及
び
勤
務
実
績
７
年
に
該
当

す
る
当
該
教
諭
、新
規
受
講
者
及
び
奈
良
市
か
ら
異
動
し
た
当
該
教
諭
に
つ
い
て
の
み
、

市
町
村
立
学
校
及
び
組
合
立
学
校
は
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式

９
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
休
暇
・
休
業
・
休
職
（
産
休
、
育
休
等
）
に
よ
り
延
期
す
る
（
年
度
途
中
を
含
む
）
勤

務
実
績
７
年
以
上
の
当
該
教
諭
に
つ
い
て
は
、
延
期
が
決
定
し
た
次
の
年
度
に
そ
れ
ま

で
の
受
講
状
況
と
延
期
期
間
（
分
か
り
得
る
期
間
）
を
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）

に
示
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
延
期
を
し
て
い
て
今
年
度
復
帰
す
る
場
合
（
年
度
途
中
を
含
む
）
は
、
研
修
実
施
計
画

書
（
様
式
９
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
研
修
報
告
書
（
様
式

10
）
に
は
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
①
）
の
内
容
が
反
映

さ
れ
ま
す
。
変
更
が
あ
れ
ば
、
修
正
し
、
研
修
実
績
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
研
修
報
告
書
（
様
式

10
）
は
、
毎
年
度
末
に
学
校
長
に
提
出
し
、
学
校
に
お
い
て
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
研
修
実
施
報
告
書
（
様
式
11
）
に
は
、
研
修
報
告
書
（
様
式
10
）
の
内
容
が
反
映
さ

れ
ま
す
。
 

●
研
修
実
施
報
告
書
（
様
式
11
）
は
、
所
見
欄
に
学
校
長
が
記
入
し
た
上
で
、
中
堅
教

諭
等
資
質
向
上
研
修
の
全
て
の
過
程
が
修
了
し
た
年
度
の
提
出
の
時
期
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

●
令
和
５
年
度
か
ら
学
校
長
の
押
印
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
報
告
先
は
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
す
。
 

【
様

式
９

－
①

】 5

学
校

名
本

県
採

用
前

の
勤

務
実

績

氏
名

勤
務

実
績

（年
）

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

①
中

堅
教

諭
の

自
覚

と
役

割

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤
令

和
３

年
以

前
の

み

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
等

講
座

名
等

・研
修

内
容

研
修

場
所

備
考

B D

教
科

等
研

究
会

研
修

研
究

会
名

・活
動

内
容

社
会

体
験

 研
修

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
年

度
修

了
予

定

【
記

入
上

の
注

意
事

項
】

　
当

該
教

諭
の

能
力

、
適

性
等

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
計

画
書

を
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

　
前

年
度

ま
で

に
受

講
し

た
講

習
等

を
記

入
し

、
備

考
に

「
済

」
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

勤
務

実
績

３
年

以
上

６
年

以
下

の
当

該
教

諭
に

つ
い

て
は

共
通

研
修

の
み

、
可

能
な

範
囲

で
計

画
を

立
て

て
く

だ
さ

い
。

　
勤

務
実

績
７

年
（
令

和
４

年
度

移
行

措
置

よ
り

も
前

に
研

修
を

開
始

し
た

採
用

８
年

目
）
の

当
該

教
諭

に
つ

い
て

は
受

講
済

の
共

通
研

修
の

履
歴

、
勤

務
実

績
７

年
以

降
の

残
り

の
共

通
研

修
の

計
画

及
び

自
己

啓
発

研
修

の
計

画
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

令
和

４
年

度
以

降
に

勤
務

実
績

９
年

ま
た

は
1
0
年

（
詳

細
は

実
施

要
項

を
参

照
。

）
と

な
る

対
象

者
は

、
必

修
研

修
の

受
講

が
必

須
と

な
り

ま
す

。
　

た
だ

し
、

令
和

３
年

度
ま

で
に

共
通

研
修

を
５

講
座

修
了

し
て

い
る

場
合

は
必

修
研

修
を

受
講

し
な

く
て

も
構

い
ま

せ
ん

。
（
令

和
４

年
度

移
行

措
置

に
よ

る
。

）

必
　

修
　

研
　

修
　

※
令

和
４

年
度

以
降

に
勤

務
実

績
９

年
ま

た
は

1
0
年

と
な

る
対

象
者

は
必

須
で

す
。

共
　

通
　

研
　

修
　

※
令

和
４

年
度

以
降

は
、

４
講

座
の

受
講

で
共

通
研

修
修

了
と

な
り

ま
す

。

自
　

己
　

啓
　

発
　

研
　

修

A

校
内

研
修

研
究

内
容

備
考

受
講

延
期

期
間

上
の

セ
ル

（
H

4
）
の

リ
ス

ト
か

ら
勤

務
実

績
（
年

）
ま

た
は

採
用

年
目

（
年

目
）
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

上
記

の
理

由

令
和

年
度

　
  

「
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

」
研

修
実

施
計

画
書

学
校

番
号

職
員

番
号

【
様

式
1
0
－

①
】

5

学
校

長
　

殿

下
記

の
と

お
り

、
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

の
研

修
成

果
を

報
告

し
ま

す
。

学
校

名
本

件
採

用
前

の
勤

務
実

績

氏
名

勤
務

実
績

(年
)

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

①

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
等

講
座

名
等

・研
修

内
容

研
修

場
所

備
考

B D

教
科

等
研

究
会

研
修

研
究

会
名

・活
動

内
容

社
会

体
験

研
修

研
修

を
振

り
返

っ
て

必
　

修
　

研
　

修

共
　

通
　

研
　

修

自
　

己
　

啓
　

発
　

研
　

修

A

校
内

研
修

研
究

内
容

職
員

番
号

備
考

受
講

延
期

期
間

上
記

の
理

由

令
和

年
度

　
　

「
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

」
研

修
報

告
書

年
　

　
　

月
　

　
　

日

学
校

番
号

【
様

式
1
1
－

①
】

教
育

委
員

会
教

育
長

　
殿

下
記

の
と

お
り

、
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

の
研

修
成

果
を

報
告

し
ま

す
。

校
長

学
校

名
#
N
/
A

本
県

採
用

前
の

勤
務

実
績

氏
名

勤
務

実
績

（年
）

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

①
中

堅
教

諭
の

自
覚

と
役

割

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤
令

和
３
年

 以
前

の
み

勤
務

実
績

受
講

年
月

日
講

座
番

号
等

講
座

名
等

・研
修

内
容

研
修

場
所

備
考

B D

教
科

等
研

究
会

研
修

研
究

会
名

・活
動

内
容

社
会

体
験

研
修

所
見

必
　

修
　

研
　

修

共
　

通
　

研
　

修

自
　

己
　

啓
　

発
　

研
　

修

A

校
内

研
修

研
究

内
容

職
員

番
号

備
考

受
講

延
期

期
間

上
記

の
理

由

学
校

番
号

「
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

」
研

修
実

施
報

告
書

年
　

　
月

　
　

日

○
　

○
　

○

#
N
/
A

令
和
５
年
度
か
ら
の
変
更
点
で
す
。
詳
細
は
本
手
引
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
か
ら
の
変
更
点
で
す
。
研
修
実
施
報
告
書
に
つ
い
て
、

学
校
長
の
押
印
を
廃
止
し
ま
す
。
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中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
【
様
式
９
②
、
10
②
、
11
②
】
 
小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学
校
（
移
行
措
置
対
応

14
年
目
以
上
の
教
員
）

 

【
様
式
９
②
】
 
 
 
研
修
実
施
計
画
書

 
【
様
式
10
②
】
 
 
 
研
修
報
告
書

 
【
様
式
11
②
】
 
 
 
研
修
実
施
報
告
書

 

●
こ
の
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
②
）
は
平
成

29
年
度
に
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

を
開
始
し
た

14
年
目
以
上
の
教
員
の
た
め
の
様
式
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
研
修
実

施
計
画
書
（
様
式
９
①
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
令
和
４
年
度
ま
で
に
受
講
し
た
講
座
に
は
「
済
」
を
記
入
し
、
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ

い
。
 

●
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
受
講
講
座
決
定
後
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
休
暇
・
休
業
・
休
職
（
育
休
等
）
に
よ
り
延
期
す
る

当
該
教
諭
に
つ
い
て
は
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）
の
備
考
欄
に
延
期
の
期
間
（
分

か
り
得
る
期
間
）
を
示
し
た
上
で
、
市
町
村
立
学
校
及
び
組
合
立
学
校
は
市
町
村
教
育

委
員
会
へ
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
休
暇
・
休
業
・
休
職
（
産
休
、
育
休
等
）
に
よ
り
延
期
す
る
（
年
度
途
中
を
含
む
）
勤

務
実
績
７
年
以
上
の
当
該
教
諭
に
つ
い
て
は
、
延
期
が
決
定
し
た
次
の
年
度
に
そ
れ
ま

で
の
受
講
状
況
と
延
期
期
間
（
分
か
り
得
る
期
間
）
を
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
）

に
示
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
延
期
を
し
て
い
て
今
年
度
復
帰
す
る
場
合
（
年
度
途
中
を
含
む
）
は
、
研
修
実
施
計
画

書
（
様
式
９
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
研
修
報
告
書
（
様
式

10
）
に
は
、
研
修
実
施
計
画
書
（
様
式
９
①
）
の
内
容
が
反
映

さ
れ
ま
す
。
変
更
が
あ
れ
ば
、
修
正
し
、
研
修
実
績
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
研
修
報
告
書
（
様
式

10
）
は
、
毎
年
度
末
に
学
校
長
に
提
出
し
、
学
校
に
お
い
て
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
研
修
実
施
報
告
書
（
様
式
11
）
に
は
、
研
修
報
告
書
（
様
式
10
）
の
内
容
が
反
映
さ

れ
ま
す
。
 

●
研
修
実
施
報
告
書
（
様
式
11
）
は
、
所
見
欄
に
学
校
長
が
記
入
し
た
上
で
、
中
堅
教

諭
等
資
質
向
上
研
修
の
全
て
の
過
程
が
修
了
し
た
年
度
の
提
出
の
時
期
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

●
令
和
５
年
度
か
ら
学
校
長
の
押
印
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
報
告
先
は
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
で
す
。
 

【
様

式
９

－
②

】 5
年

度

学
校

名
本

県
採

用
前

の
教

諭
経

験
年

数

氏
名

総
教

諭
経

験
年

数

勤
務

実
績

（
年

）

採
用

年
目

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

年
度

受
講

予
定

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
自

主
的

な
研

修
）

令
和

「中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
」研

修
実

施
計

画
書

（移
行

措
置

対
応

14
年

目
以

上
）

学
校

番
号

職
員

番
号

備
考

受
講

延
期

期
間

上
記

の
理

由

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
  

年
度

修
了

予
定

　
当

該
教

諭
の

能
力

、
適

性
等

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
計

画
書

を
作

成
し

て
く

だ
さ

い
。

　
前

年
度

ま
で

に
受

講
し

た
研

修
等

を
記

入
し

、
備

考
に

「
済

」
を

入
れ

て
く

だ
さ

い
。

　
残

り
の

研
修

の
計

画
は

現
時

点
で

判
断

し
、

可
能

な
範

囲
で

立
案

し
て

く
だ

さ
い

。

自
己

啓
発

研
修

　
平

成
３

０
年

度
か

ら
実

施
の

、
自

己
啓

発
研

修
を

受
講

す
る

場
合

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
自

己
啓

発
研

修
は

自
主

的
な

研
修

の
５

日
分

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

受
講

コ
ー

ス
・実

施
予

定
年

度

受
講

内
容

（Ｂ
コ

ー
ス

の
場

合
は

研
究

会
名

を
記

入
）

【
様

式
1
0
－

②
】

5

学
校

長
　

殿

下
記

の
と

お
り

、
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

の
研

修
成

果
を

報
告

し
ま

す
。

学
校

名
本

県
採

用
前

の
教

諭
経

験
年

数

氏
名

総
教

諭
経

験
年

数

採
用

年
目

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

年
度

令
和

年
度

　
　

「
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

」
研

修
報

告
書

年
　

　
月

　
　

日

学
校

番
号

研
修

を
振

り
返

っ
て

職
員

番
号

備
考

受
講

延
期

期
間

上
記

の
理

由

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
自

主
的

な
研

修
）

自
　

己
　

啓
　

発
　

研
　

修
（
受

講
し

た
場

合
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

）

受
講

コ
ー

ス
・実

施
年

度

受
講

内
容

（Ｂ
コ

ー
ス

の
場

合
は

研
究

会
名

を
記

入
）

【
様

式
1
1
－

②
】 5

教
育

委
員

会
教

育
長

　
殿

下
記

の
と

お
り

、
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

の
研

修
成

果
を

報
告

し
ま

す
。

校
長

学
校

名
本

県
採

用
前

の
教

諭
経

験
年

数

氏
名

総
教

諭
経

験
年

数

採
用

年
目

受
講

年
月

日
講

座
番

号
講

座
名

・研
修

内
容

等
研

修
場

所
備

考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

年
度

実
施

令
和

　
年

度
　

　
「
中

堅
教

諭
等

資
質

向
上

研
修

」
研

修
実

施
報

告
書

年
　

　
月

　
　

日

〇
〇

〇

学
校

番
号

職
員

番
号

備
考

受
講

延
期

期
間

受
講

内
容

（Ｂ
コ

ー
ス

の
場

合
は

研
究

会
名

を
記

入
）

所
見

上
記

の
理

由

中
堅

教
諭

等
資

質
向

上
研

修
（
自

主
的

な
研

修
）

自
　

己
　

啓
　

発
　

研
　

修

受
講

コ
ー

ス
・実

施
年

度

令
和
５
年
度
か
ら
の
変
更
点
で
す
。
研
修
実
施
報
告
書
に
つ
い
て
、

学
校
長
の
押
印
を
廃
止
し
ま
す
。

40



【様式15】
令和 5

氏　 名

14時00分 ～ 16時00分

②１回の研修につき、１枚の報告書を作成すること。

日　　時 　令和〇年　〇月　〇日

研修テーマ
（自己啓発Ａコース）

教育の情報化とプログラミング教育について

研修内容

・講義　小学校プログラミング教育の指導計画の作成について
１講師　奈良県立教育研究所　指導主事　〇〇　〇〇
１①プログラミング的思考と情報活用能力
１②各教科等におけるプログラミング教育について
１③小学校プログラミング教育の指導計画作成のポイント
・演習　小学校プログラミング教育の指導計画の作成
・協議　講師を交えたプログラミング教育についてのディスカッション

研修成果

　プログラミング教育の重要性と小学校段階で育むべき資質や能力等につ
いて学び、小学校プログラミング教育の指導計画の作成を行うことができ
た。受講前は、プログラミング教育について、どこから始めればよいのか
分からなかったが、実際に指導計画を作成することで、自校における課題
や可能性が明らかになった。よりよい計画の作成に引き続き取り組み、研
修テーマである「教育の情報化とプログラミング教育について」をさらに
追求し、自校のプログラミング教育を推進したい。

添付資料 　Ａ４用紙　（ ）枚　※開催要項、案内文書、講座資料等

【注意事項】①Ｗeb会議システムを用いた同時双方向通信によるリアルタイム・オンライン
研修のみ認定可とします。
（e-ラーニング等を含むオンデマンド型の研修は不可。）

下記のとおり、自主的な研修をオンライン研修で実施しましたので報告します。

研修会名 先生応援プログラム研修講座

主 催 者

〇〇〇 学校長　殿

年度　 「中堅教諭等資質向上研修」　（自主的な研修）

オンライン研修報告書

令和　　年 月 日

自己啓発研修Ａコースの自主的な研修として実施する場合は記入します。

研修時間は２時間以上で一日分の自主的な研修とみなします。２時間に満たな

い場合は、内容に関連性がある複数の研修を組み合わせることも可とします。

（オンライン研修報告書は１回の研修ごとに１枚作成します）

研修会の概要が分かるものや講義資料等を添付します。

記入例

様式15は、研修の受講後、学校長に提出し、履歴を学校で保管します。
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※

※

研修実施計画書の作成について
○研修実施計画書作成における早見表
勤務実績又は採用年数、これまでの研修実施計画書の提出の有無を確認の上、記入例を御覧ください。

勤務実績７年（又は採用８年目）以上の教諭で、延期期間が終了し研修を開始する際には、
開始する時期が確定次第、時期に見合った研修実施計画書を作成し提出してください。

勤務実績８年（又は採用９年目）以上の教諭で、研修を延期する必要が生じた場合は、延期
理由と期間を記入した研修実施計画書を作成し提出してください。

記入例

p.43

記入例

p.44

記入例

p.45

記入例

p.46

記入例

p.47

記入例

pp.48～51

NO

YES

NO

NO

YES

YES

勤務実績

３年の教諭

勤務実績

４～６年

（又は採用６･

７年目）の教諭

勤務実績

７年

（又は採用８

年目）の教諭

採用９～13年

目の教諭

採用14年目

以上の教諭

今年度、新たに研

修を開始する

令和３年度末まで

に研修実施計画書

を提出している

平成29年度に研修

実施計画書を提出

している

平成29年度に研修

実施計画書を提出

している

YES

NO

勤務実績

８年以上の教諭
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◎勤務実績３年の教諭、または今年度新たに研修を開始する勤務実績４年～６年の教諭
　

学校名 #N/A 本県採用前の勤務実績

氏名 勤務実績（年） 3

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 中堅教諭等の自覚と役割

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

①

②

③

④

⑤
令和３年
以前のみ

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号等 講座名等・研修内容 研修場所 備考

B

D

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

【記入上の注意事項】
　当該教諭の能力、適性等について評価を行い、その結果に基づいて計画書を作成してください。
　前年度までに受講した講習等を記入し、備考に「済」を記入してください。
　勤務実績３年以上６年以下の当該教諭については共通研修のみ、可能な範囲で計画を立ててください。
　勤務実績７年（令和４年度移行措置よりも前に研修を開始した採用８年目）の当該教諭については受講済の共通研修の履歴、勤務実績７年以降の残りの共
通研修の計画及び自己啓発研修の計画を記入してください。
　令和４年度以降に勤務実績９年または10年（詳細は実施要項を参照。）となる対象者は、必修研修の受講が必須となります。
　ただし、令和３年度までに共通研修を５講座修了している場合は必修研修を受講しなくても構いません。（令和４年度移行措置による。）

必　修　研　修　※令和４年度以降に勤務実績９年または10年となる対象者は必須です。

共　通　研　修　※令和４年度以降は、４講座の受講で共通研修修了となります。

自　己　啓　発　研　修

A

校内研修研究内容

【手続】
・勤務実績３年（研修開始）の教諭及び、昨年度まで延期をしていて今年度新たに研修を開始
　する教諭については、共通研修部分を記入した研修実施計画書【様式９－①】を作成し、市
  町村教育委員会に提出してください。

教科等研究会研修
研究会名・活動内容

社会体験 研修

備考

受講延期期間
上のセル（H4）のリストから勤務実績（年）また
は採用年目（年目）を選択してください。

上記の理由

記入例

学校番号

職員番号

他都道府県、他校種、私学等での教諭としての勤

務実績を記入します。（該当しない場合は空欄にする）

教諭としての勤務実績を記入します。

（他都道府県等の勤務実績も含む）

延期する場合は、理由とその期間を記入してください。
（延期の場合、下欄の研修予定は記入しなくても構いません。）

勤務実績９年または10年の教諭が、１日間受講します。今回

作成する研修実施計画書に記入する必要はありません。

勤務実績３年～10年までの８か年の間に、４日間受講します。

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

勤務実績３年～６年までに作成する研修実施計画書には、自己啓発研修欄及び研

修修了予定年度欄の記入は必要ありません。
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◎勤務実績４年～６年の教諭（昨年度より、継続して研修を実施する教諭）、または
　令和３年度末までに研修実施計画書を提出している採用６年目から７年目までの教諭

　

学校名 #N/A 本県採用前の勤務実績 3

氏名 勤務実績（年） 4

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 中堅教諭等の自覚と役割

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 3 R4 7 28 3201 中堅教諭等資質向上研修（学習評価） 遠隔研修 済

② 3 R4 8 1 3202 中堅教諭等資質向上研修（ＩＣＴ活用） 遠隔研修 済

③ 4 R5 受講予定

④

⑤ 令和３年
以前のみ

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号等 講座名等・研修内容 研修場所 備考

B

D

教科等研究会研修
研究会名・活動内容

社会体験 研修

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

必　修　研　修　※令和４年度以降に勤務実績９年または10年となる対象者は必須です。

共　通　研　修　※令和４年度以降は、４講座の受講で共通研修修了となります。

自　己　啓　発　研　修

A

校内研修研究内容

備考

受講延期期間
上のセル（H4）のリストから勤務実績（年）また
は採用年目（年目）を選択してください。

上記の理由

職員番号

【手続】
・昨年度までに研修を実施している教諭については、その内容を踏まえて研修実施計画書
　【様式９－①】を毎年度作成し、学校長管理のもと保管してください。
　採用６年目から７年目までの移行措置適用の教諭は、「※」を参考に作成してください。

記入例

学校番号
他都道府県、他校種、私学等での教諭としての勤

務実績を記入します。（該当しない場合は空欄にする）

教諭としての勤務実績を記入します。

（他都道府県等の勤務実績も含む）

勤務実績９年または10年の教諭が、１日間受講します。
※移行措置適用の教諭についても必修研修の受講条件は同じです。

勤務実績３年～10年までの８か年の間に、４日間受講します。
（※または、採用４年目から11年目までの期間に４日間受講する。）

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

勤務実績７年～10年までの期間で、Ａ・Ｂ・Ｄのいずれかのコースを選択して原則１年間

実施します。（令和５年度はＤコースの設定はありません。）

勤務実績３年～６年までに作成する研修実施計画書には、自己啓発研修欄及び研修修了予

定年度欄の記入は必要ありません。

※移行措置適用の教諭については、採用８年目～11年目の期間で、いずれかのコースを選択して原則

１年間実施します。

受講した講座の備考欄には

「済」を記入してください。

※令和３年度末までに研修実施計画書を提出している

教諭は、このセルのリストから「勤務実績（年）」ま

たは「採用年目（年目）」を選択して年数を記入して

ください。

ただし、令和３年度までに

共通研修を５日間受講して

いる場合は受講しなくても

構いません。

令和３年度までに共通研修を５日間受講した場合のみ⑤へ記入してください。

すでに共通研修を５日間受講している場合は、勤務実績９年以上に必修研修を受

講しなくても構いません。
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◎勤務実績７年の教諭（昨年度より、継続して研修を実施する教諭）、または
　令和３年度末までに研修実施計画書を提出している採用８年目の教諭

　

学校名 #N/A 本県採用前の勤務実績 2

氏名 勤務実績（年） 7

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 中堅教諭の自覚と役割

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 4 R2 7 28 3201 中堅教諭等資質向上研修（学習評価） 遠隔研修 済

② 5 R3 8 1 3202 中堅教諭等資質向上研修（ＩＣＴ活用） 遠隔研修 済

③ 6 R4 3205 中堅教諭等資質向上研修（特別支援教育） 遠隔研修 済

④ 7 R5
中堅教諭等資質向上研修（コミュニケー
ション能力）受講予定

⑤ 令和３年
以前のみ

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号等 講座名等・研修内容 研修場所 備考

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6

B 7 R5

D

Ｒ７

職員番号

【手続】
・共通研修と自己啓発研修部分を記入した研修実施計画書【様式９①】を作成し、
　市町村教育委員会に提出してください。
　採用８年目の移行措置適用の教諭は、「※」を参考に作成してください。

記入例

学校番号

備考

受講延期期間
上のセル（H4）のリストから勤務実績（年）また
は採用年目（年目）を選択してください。

上記の理由

必　修　研　修　※令和４年度以降に勤務実績９年または10年となる対象者は必須です。

共　通　研　修　※令和４年度以降は、４講座の受講で共通研修修了となります。

自　己　啓　発　研　修

A

校内研修研究内容 外国語教育

教科等研究会研修
研究会名・活動内容

○〇研究会活動に参加

社会体験 研修

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

他都道府県、他校種、私学等での教諭としての勤

務実績を記入します。（該当しない場合は空欄にする）

教諭としての勤務実績を記入します。

（他都道府県等の勤務実績も含む）

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

令和３年度末までに共通研修を５日間受講した場合のみ⑤へ記入してください。

すでに共通研修を５日間受講している場合は、勤務実績９年以上に必修研修を受

講しなくても構いません。※移行措置適用の教諭についても同様です。

勤務実績７年～10年までの任意の１年間に、Ａ・

Ｂ・Ｄのいずれかのコースを選択して実施します。
（令和５年度はＤコースの設定はありません。）

※移行措置適用の教諭については、採用８年目～11

年目の期間で、いずれかのコースを選択して原則１

年間実施します。

受講した講座の備考欄には

「済」を記入してください。

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

※Ａ・Ｂのコースの例を記していますが、

各自が実施するコースについてのみ記入

してください。

必修研修１日及び共通研修を４日の受講と自己啓発研修の実施

により、中堅教諭等資質向上研修を修了することとなります。
修了予定年度を記入してください。

※令和３年度末までに研修実施計画書を提出している

教諭は、このセルのリストから「採用年目（年目）」

を選択して教諭経験年数を記入してください。

勤務実績９年または10年の教諭が、１日間受講します。
※移行措置適用の教諭についても必修研修の受講条件は同じです。

勤務実績３年～10年までの８か年の間に、４日間受講します。
（※または、採用４年目から11年目までの期間に４日間受講する。）

ただし、令和３年度までに

共通研修を５日間受講して

いる場合は受講しなくても

構いません。
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◎勤務実績８年以上の教諭、または
　平成29年度に研修実施計画書を提出していない採用９年目以降の教諭

　

学校名 #N/A 本県採用前の勤務実績 2

氏名 勤務実績（年） 8

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 中堅教諭の自覚と役割

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 4 R2 7 28 3201 中堅教諭等資質向上研修（学習評価） 遠隔研修 済

② 5 R3 8 1 3202 中堅教諭等資質向上研修（ＩＣＴ活用） 遠隔研修 済

③ 6 R4 3205 中堅教諭等資質向上研修（特別支援教育） 遠隔研修 済

④ 7 R5
中堅教諭等資質向上研修（コミュニケー
ション能力）受講予定

⑤ 令和３年
以前のみ

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号等 講座名等・研修内容 研修場所 備考

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6

B 7 R5

D

Ｒ７

職員番号

【手続】
・昨年度までに研修を実施した教諭については、その内容を踏まえて研修実施計画書
　【様式９－①】を毎年度作成し、学校長管理のもと保管してください。

記入例

学校番号

備考

受講延期期間
上のセル（H4）のリストから勤務実績（年）また
は採用年目（年目）を選択してください。

上記の理由

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

必　修　研　修　※令和４年度以降に勤務実績９年または10年となる対象者は必須です。

共　通　研　修　※令和４年度以降は、４講座の受講で共通研修修了となります。

自　己　啓　発　研　修

A

校内研修研究内容 外国語教育

教科等研究会研修
研究会名・活動内容

○〇研究会活動に参加

社会体験 研修

他都道府県、他校種、私学等での教諭としての勤

務実績を記入します。（該当しない場合は空欄にする）

教諭としての勤務実績を記入します。

（他都道府県等の勤務実績も含む）

勤務実績３年～10年までの８か年の間に、４日間受講します。

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

令和３年度までに共通研修を５日間受講した場合のみ⑤へ記入してください。

すでに共通研修を５日間受講している場合は、勤務実績９年以上に必修研修を受

講しなくても構いません。

勤務実績７年～10年までの任意の１

年間に、Ａ・Ｂ・Ｄのいずれかのコー

スを選択して実施します。（令和５年

度はＤコースの設定はありません。）

受講した講座の備考欄には

「済」を記入してください。

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

※Ａ・Ｂのコースの例を記しています

が、各自が実施するコースについての

み記入してください。

必修研修１日及び共通研修を４日の受講と自己啓発研修の実

施により、中堅教諭等資質向上研修を修了することとなります。 修了予定年度を記入してください。

勤務実績９年または10年の教諭は、１日間受講します。
※移行措置適用の教諭についても必修研修の受講条件は同じです。

※令和３年度末までに研修実施計画書を提出している

教諭は、このセルのリストから「採用年目（年目）」

を選択して教諭経験年数を記入してください。
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◎平成29年度に研修実施計画書を提出している、採用10～13年目の教諭

　

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 中堅教諭等の自覚と役割

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号 講座名・研修内容等 研修場所 備考

① 4 H29 7 28 3201 中堅教諭等資質向上研修（学習評価） 遠隔研修 済

② 5 R3 8 1 3202 中堅教諭等資質向上研修（ＩＣＴ活用） 遠隔研修 済

③ 6 R4 3205 中堅教諭等資質向上研修（特別支援教育） 遠隔研修 済

④ 7 R5
中堅教諭等資質向上研修（コミュニケー
ション能力）受講予定

⑤ 令和３年
以前のみ

勤務
実績

受講年 月 日 講座番号等 講座名等・研修内容 研修場所 備考

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6 外国語教育研究会研修に参加予定

8 R6 外国語教育研修講座を受講予定

8 R6

B 7 R5

D

Ｒ７

社会体験 研修

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

A

校内研修研究内容 外国語教育

教科等研究会研修
研究会名・活動内容

○〇研究会活動に参加

記入例

【手続】
・昨年度までに研修を実施している教諭については、その内容を踏まえて研修実施計画書
　【様式９－①】を作成し、学校長管理のもと保管してください。
・平成30年度以降延期をしていて､今年度に研修を再開する教諭については､移行措置Ⅰ(p.48)
　が適用されます。平成29年度に実施した内容を踏まえて、必修研修、共通研修と自己啓発
　研修部分を記入した研修実施計画書を作成し、市町村教育委員会に提出してください。

必　修　研　修　※令和４年度以降に勤務実績９年または10年となる対象者は必須です。

共　通　研　修　※令和４年度以降は、４講座の受講で共通研修修了となります。

自　己　啓　発　研　修

ただし、令和３年度末までに共通研修を

５日間受講している場合は受講しなくて

も構いません。

勤務実績３年～10年までの８か年の間に、４日間受講します。

（※または、採用４年目から11年目までの期間に４日間受講する。）

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

勤務実績７年～10年までの任意の１

年間に、Ａ・Ｂ・Ｄのいずれかのコー

スを選択して実施します。（令和５年

度はＤコースの設定はありません。）

受講した講座の備考欄には

「済」を記入してください。

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくても構いません。）

※Ａ・Ｂのコースの例を記していますが、

各自が実施するコースについてのみ記入

してください。

必修研修１日及び共通研修を４日の受講と自己啓発研修の実

施により、中堅教諭等資質向上研修を修了することとなります。
修了予定年度を記入してください。

勤務実績９年または10年（採用10～11年目）の教諭は、１日間受講します。
※移行措置適用の教諭についても必修研修の受講条件は同じです。

令和３年度までに共通研修を５日間受講した場合のみ⑤へ記入してください。

すでに共通研修を５日間受講している場合は、勤務実績９年以上に必修研修を受

講しなくても構いません。
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◎平成29年度に研修実施計画書を提出している、採用14年目以上の教諭

※

〇平成29年度に研修実施計画書を提出した教諭の移行措置

移行措置Ⅰ

① 　平成29年度に受講した「中堅教諭等資質向上研修」を共通研修に充てることができます。

②

※

移行措置Ⅱ

平成29年度の校外研修と同等の受講数として10日分受講することとします。

B： 　平成29年度中に実施した研修等を最大３日分、自主的な研修に充てることができます。

C： 　上記を10日から差し引いた残りの研修を、以下により実施します。

a：自主的な研修を実施する（日数制限なし）

b：共通研修を受講する（５日分以内）

c：自己啓発研修Ａ・Ｂのいずれかのコースを選択し実施する（５日分の研修に充てる）

※１   自主的な研修とは、

○令和３年度までに研修実施計画書を提出した教諭の移行措置

・

・

平成29年度に研修実施計画書を提出している採用14年目以上の教諭については、
【様式９－②】を使用します。

【手続】

・昨年度までに研修を実施した教諭については、その内容を踏まえて研修実施計画書を
　作成し、学校長管理のもと保管してください。
・平成30年度以降延期をしていて、今年度に研修を再開する教諭については、移行措置Ⅱ
　（下記）が適用されます。平成29年度に実施した内容を踏まえて研修実施計画書を作成し、
　市町村教育委員会に提出してください。

延期等で中堅教諭等資質向上研修を一度も実施していない者には移行措置は適用されま
せん。

  学校長が、当該教諭の資質・能力に応じて、自主的な研修として認めるものです。
　（教育研究所が実施する研修講座、高等学校学習指導研究会、県立同和問題関係史料
センターの講座、県教育委員会等後援の研究会、教科等研究会や各種教育団体の研究
会、大学や短期大学の公開講座への参加等、校外で実施される研修）

　令和３年度までに【様式９】「研修実施計画書」を提出し、中堅教諭等資質向上研修を実
施中の者に対して以下の移行措置を適用します。

令和３年度までの実施要項に従って、教諭としての在職期間を通算して算出した採用〇
年目という数え方で中堅教諭等資質向上研修を継続実施できるものとします。ただし、
学校長は、当該教諭の勤務実績や経験等を勘案し、当該教諭と相談の上、中堅教諭等資
質向上研修の延期や自己啓発研修、必修研修の受講等を含め、研修実施計画を作成する
ものとします。

---【参考】-----------------------------------------------------

　平成29年度に教科等研究会に参加・発表等した場合は、最大２日分、共通研修に充て
ることができます。 （参加は１日、発表・報告等は２日）

　①と②を合わせて共通研修３日分までとします。

　平成29年度までに受講済みの「中堅教諭等資質向上研修」を全て、中堅教諭等資質向

上研修（自主的な研修(※１)）に充てます。

A：
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◎平成29年度に研修実施計画書を提出している、採用14年目以上の教諭

採用
年目

受講年 月 日 講座番号 講座名等・研修内容 研修場所 備考

① 8 H29 7 24 3203
中堅教諭等資質向上研修講座共
通研修（プログラム３）受講

教育研究所 済

② 8 H29 8 2 3214
中堅教諭等資質向上研修講座
（小学校国語A）受講

教育研究所 済

③ 8 H29 〇 〇 ○○研究会研修会参加 ○○ホール 済

④ 8 H29 8 31 9050
これが聴きタイム研修講座（子
どもの心のケアB）受講

教育研究所 済

⑤ 8 H29 11 30 ◇◇研究会研修会参加 ◇◇会館 済

⑥ 9 H30 7 30 7090 生活科授業づくり研修講座受講 教育研究所 済

⑦ 10 R1 〇 〇 ○○研究会研修会参加 ○○小学校 済

⑧ 11 R2 〇 〇 △△科研修会に参加
〇〇文化セ
ンター

済

⑨ 13 R5 △△科研究大会に参加予定

⑩

年度受
講予定

R5

受講内容
（Ｂコースの場合は研究会名を記入）

中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

記入例➀：平成30年度以降、残りの研修を全て自主的な研修として実施する場合【様式９－②】

中堅教諭等資質向上研修（自主的な研修）

　当該教諭の能力、適性等について評価を行い、その結果に基づいて計画書を作成してください。
　前年度までに受講した研修等を記入し、備考に「済」を入れてください。
　残りの研修の計画は現時点で判断いただき、可能な範囲で立案してください。

自己啓発研修
　自己啓発研修を受講する場合に記入してください。
　自己啓発研修は自主的な研修の５日分に充てることができます。

受講コース・実施予定年度

可能な範囲で予定を記入してください。
（未定であれば記入しなくてもよい）

修了予定年度を記入してください。

当該教諭の実情に応じて、採用11年目を過ぎても認めることとしています。

修了した年度末に研修実施報告書を提出してください。

合わせて10日分の研修を実施したことにより、中堅教諭等資質

向上研修を修了することとなります。

[移行措置C-a]

残りの日数分

全て自主的な

研修を実施

[移行措置B]

平成29年度に

受講した研修

（最大３日）

[移行措置A]

受講済の

研修
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◎平成29年度に研修実施計画書を提出している、採用14年目以上の教諭

　記入例②：平成30年度以降に自己啓発研修を実施する場合【様式９－②】

採用
年目

受講年 月 日 講座番号 講座名等・研修内容 研修場所 備考

① 8 H29 7 24 3203
中堅教諭等資質向上研修講座共通
研修（プログラム３）受講

教育研究所 済

② 8 H29 7 26 ○○研究会研修会参加 ○○ホール 済

③ 8 H29 8 31 9050
これが聴きタイム研修講座（子ど
もの心のケアB）受講

教育研究所 済

④ 8 H29 11 30 ◇◇研究会研修会参加 ◇◇会館 済

⑤ 12 R3 11 25 △△科研究大会に参加 ◇◇会館 済

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

Ｂ R5
年度受講

予定

R5中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

中堅教諭等資質向上研修（自主的な研修）

　当該教諭の能力、適性等について評価を行い、その結果に基づいて計画書を作成してください。
　前年度までに受講した研修等を記入し、備考に「済」を入れてください。
　残りの研修の計画は現時点で判断いただき、可能な範囲で立案してください。

自己啓発研修
　自己啓発研修を受講する場合に記入してください。
　自己啓発研修は自主的な研修の５日分に充てることができます。

受講コース・実施予定年度

受講内容
（Ｂコースの場合は研究会名を記入）

○○研究会

自己啓発研修は５日分の研修に充てることができます。

合わせて10日分の研修を実施したことにより、中堅教諭等

資質向上研修を修了することとなります。

[移行措置C-c]

自己啓発研

修を実施

[移行措置B]

平成29年度

に受講した

研修

（最大３日）

[移行措置A]

受講済の

研修

[移行措置C-a]

残りの日数分

全て自主的な

研修を実施

修了予定年度を記入してください。

当該教諭の実情に応じて、採用11年目を過ぎても認めることとしています。

修了した年度末に研修実施報告書を提出してください。

50



◎平成29年度に研修実施計画書を提出している、採用14年目以上の教諭

　記入例③：平成30年度以降に共通研修等を受講する場合【様式９－②】

採用
年目

受講年 月 日 講座番号 講座名等・研修内容 研修場所 備考

① 8 H29 7 24 3203
中堅教諭等資質向上研修講座共通
研修（プログラム３）受講

教育研究所 済

② 8 H29 7 26 ○○研究会研修会参加 ○○ホール 済

③ 8 H29 8 31 9050
これが聴きタイム研修講座（子ど
もの心のケアB）受講

教育研究所 済

④ 9 H30 7 25 3208
中堅教諭等資質向上研修講座（生
徒指導）受講

教育研究所 済

⑤ 9 H30 8 7 3210
中堅教諭等資質向上研修講座（健
康教育）受講

教育研究所 済

⑥ 10 R1 8 16 3205
中堅教諭等資質向上研修講座（道
徳教育）受講

教育研究所 済

⑦ 10 R1 8 23 4311
免許状更新講習小学校・中学校
「道徳教育」受講

教育研究所 済

⑧ 11 R2 〇 〇 ○○研究会研修会参加 ○○ホール 済

⑨ 12 R3 ○○研究会研修会に参加 ◇◇会館 済

⑩ 11 R2 ◇◇研究会研修会に参加予定

年度受講
予定

R5中堅教諭等資質向上研修 年度修了予定

中堅教諭等資質向上研修（自主的な研修）

　当該教諭の能力、適性等について評価を行い、その結果に基づいて計画書を作成してください。
　前年度までに受講した研修等を記入し、備考に「済」を入れてください。
　残りの研修の計画は現時点で判断いただき、可能な範囲で立案してください。

自己啓発研修
　自己啓発研修を受講する場合に記入してください。
　自己啓発研修は自主的な研修の５日分に充てることができます。

受講コース・実施予定年度

受講内容
（Ｂコースの場合は研究会名を記入）

合わせて10日分の研修を実施したことにより、中堅教諭等資質向上

研修を修了することとなります。

可能な範囲で予定を記入してください。

（未定であれば記入しなくてもよい）

免許状更新

講習

[移行措置C-a]

残りの日数

分全て自主的

な研修を実施

[移行措置B]

平成29年度に

受講した研修

（最大３日）

[移行措置A]

受講済の研修

[移行措置C-b]

共通研修を

受講

（最大５日）

修了予定年度を記入してください。

当該教諭の実情に応じて、採用11年目を過ぎても認めることとしています。

修了した年度末に研修実施報告書を提出してください。

51


	p00_小中_表紙
	p01-12_中堅研修_実施要項_小中(全体)
	
	様式９計画
	様式10(本人報告）
	様式11(校長報告)

	
	様式9計画
	様式１０（本人報告）
	様式１１（校長報告）


	p13-24_中堅研修_実施要項_市立高(全体)
	
	様式９計画
	様式10(本人報告）
	様式11(校長報告)

	
	様式9計画
	様式１０（本人報告）
	様式１１（校長報告）


	p25-30_中堅教諭等資質向上研修について(市町村立)★義務有
	p31_中堅研修フロー(市町村立)
	p○義務Web

	p32_内容
	p33-37_3000番台_中堅研R4＋白紙１◎●
	p38_中堅に関わる様式一覧
	p39-40_様式
	p41_中堅研様式一覧(様式12-15)
	p42_中堅研修記入例UD
	p43-51_中堅研修記入例UD

